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日本における真鍮の歴史 ～主に近世の堺における事例を中心に～

メモ）鉄本  2022.10.22

真鍮は火縄銃の重要な部品であるカラクリの製造に必要な金属素材です。日本における真鍮の歴史をまとめて

みました。

１．亜鉛の性質と真鍮の製法

（１）亜鉛の性質

  真鍮は銅（Cu）と亜鉛（Zn）の合金で、現在の技術用語では黄銅と呼ばれている。真鍮は、亜鉛を３０％～

４５％を含み、その割合によって性質が変わる。亜鉛の割合が少ないものは成形加工し易く、多くなると硬い

合金となる。展性・延性に富むので機械部品、仏具、キセル、カンザシ、金箔代用などに使用されている。

金管楽器演奏のブラスバンド（brass band）の BRASS は真鍮の意味。

亜鉛合金である真鍮は鉄に比べて錆び難く、火縄銃の重要部品であるバネには必要な金属であった。

（２）真鍮の製法

真鍮の製造に必要な亜鉛は、融点（４１９．５℃）、沸点（９０７℃）が低く、気化しやすい。従って、銅と亜鉛の

混合作業には、密閉した容器と急冷設備が必要となる。金属亜鉛の精製には高度な技術が必要なため得るこ

とが難しく、近世においては金属亜鉛の代わりに亜鉛鉱石（閃亜鉛鉱、紅亜鉛鉱等）が使用された。その具体

的な方法には次の２通りがあった。

「鉱石添加法」： 金属銅に亜鉛鉱石を添加し、その後に、炭素によって還元し金属銅中に金属亜鉛を拡散

させ真鍮を得る方法

「鉱石混合法」： 銅鉱石と亜鉛鉱石を混ぜ炭素によって同時に還元して真鍮を作る方法

＊インドでは、還元剤として綿が使われた。 現代では、コークスを使用。

２．世界及び日本の真鍮の歴史

   真鍮が使われていた歴史は古く紀元前から使われた痕跡があるが、意図的に作られたものではなく、亜鉛を

  含む銅鉱石から銅を取り出す製造工程の中で、自然に作りだされたものと思われる。真鍮を作るには亜鉛が

必要であるが、金属としての亜鉛が認識されたのは近世になってからである。

近世以前の真鍮を得る方法は、銅と亜鉛の共存鉱物（例：水亜鉛銅鉱、亜鉛孔雀石など）の利用であり、歴史

的には次のような段階を経る。

［第Ⅰ段階］ 含亜鉛銅鉱石（銅と亜鉛の共存鉱物）を加熱することによる真鍮の生成

［第Ⅱ段階］ カラミン・炉甘石（菱亜鉛鉱のこと）による生産 （炉甘石と銅、木炭を燃やし真鍮を生成）

［第Ⅲ段階］ 金属亜鉛による生産、還元剤は木炭、炭などを使用 （亜鉛濃度のコントロールが容易）

（１）亜鉛及び真鍮製造の始まりと伝播の歴史   

時期 事象 段階

B.C.１世紀頃 銅と亜鉛が自然界で溶融した鉱物の利用による真鍮製品（ナイフ、指輪等）

古代ギリシア、南コーカサス地方等で黄銅（真鍮）遺物を発見

  

Ⅰ

B.C.30 頃 真鍮製貨幣の発行： ローマ帝国アウグストゥス時代に真鍮の貨幣を発行

真鍮製兜の製造： カラミン（酸化亜鉛）の粉と木炭と銅を坩堝に入れて加熱

し真鍮を生成した。

Ⅱ

４世紀末 後秦の王嘉が著した「拾遺記（しゅいき）」に「鍮石（ちゅうじゃく）」の文言

＊鍮石は真鍮の古い名称

   

Ⅱ



2

A.D.１２世紀初 インド北西部で亜鉛精錬技術： 綿を還元剤としてカラミンから亜鉛を還元、ガ

ス化した亜鉛が銅に吸収され丹銅（亜鉛割合の低い真鍮の一種）を製造。

蒸留炉構築により１５世紀には大規模な亜鉛精錬を行った。【世界最古例】

   

Ⅱ

A.D.１６世紀中頃

（明代）

インドから中国への技術伝播： 金属亜鉛の精錬技術確立

古代中国の産業技術書「天工開物」（明末 宋応星著）に亜鉛製法の記載 Ⅱ

１７３７年 中国からイギリスへ亜鉛精錬技術が伝わる。

１７３９年

１７４６年

イギリスで金属亜鉛の大規模生産

ドイツの化学者マルクグラフによって、酸化亜鉛をコークスによって加熱し、効

率よく金属亜鉛を得る製造法を確立。

  

Ⅲ

   右の図は、「天工開物」に描かれた亜鉛製造の風景。

   「升煉倭鉛」という文字が見える。「倭鉛」は亜鉛のことで、鉛に

   似ているが、加熱するとガス化して飛び散る激しい性質から

   倭鉛という名が付いたという説がある。

   「天工開物」には、炉甘石を坩堝に入れ泥で包み固め、乾燥させた

   後に、一段ずつ坩堝と煤炭餅（練炭のこと）を積み重ね、薪を燃やす

   ことにより、亜鉛を得られるとしている。

   

（２）日本における真鍮の初見事例

   日本では、「亜鉛」の語は、１７１２年刊行の「和漢三才図会」に

出現し、読みは「トタン」としている。また、「真鍮」は、「鍮石」の

俗称としている。

＊「和漢三才図会」は、大坂の医師寺島良安が明の「三才図会」（王圻によって１６０９年刊行）を

参考に編集した百科事典。

   ①「鍮石（ちゅうじゃく or とうせき）」の文字及び法隆寺仏具・正倉院宝物：

・「法隆寺縁起幷流記資財帳」（天平１９年 ７４７年）に真鍮を意味する「鍮石」の

文字が表れている。右写真は国立国会図書館デジタルコレクションから。

・奈良時代前期の法隆寺黄銅製柄香炉２点の蛍光Ｘ線分析：

⇒ 1 点は、銅７９％、亜鉛２０％。 1 点は、銅７１％、亜鉛２８％。

                          

                          左写真は正倉院宝物の柄香炉

                          黄銅製で、銅が約７５％、

                                                        亜鉛が約２５％の分析結果。

   ②７世紀中頃： 野中寺（やちゅうじ）遺跡（羽曳野市）にて真鍮塊出土

亜鉛の含有率２１％。当時の日本において真鍮製造技術はまだなかったので、

黄銅製品のスクラップだった可能性がある。

（参考）野中寺は渡来系氏族の船氏の氏寺という説がある。
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   ③史蹟からの出土の黄銅製品例

古墳・遺跡名 出土品 時代

丹後平古墳群１５号墳（八戸市） 金装獅噛式三累環頭大刀把頭（半島製） ７世紀後半

柏木古墳群（茨城県稲敷市） 指輪

明官地廃寺（安芸高田市） 指輪 ７世紀後半

烏丸御池遺跡（京都市） 真鍮製指輪 １２世紀層

  ④１２世紀頃： 恵日山観音寺大宝院（三重県津市）所蔵の紺紙金字妙法蓮華経に真鍮泥の利用

（３）日本における真鍮製造の事例

   ①亜鉛輸入と真鍮製造：

      ・１６世紀： 銅と亜鉛の反応が見られる把手付坩堝、真鍮地金等の出土

＝ 前期：鷺山遺跡（岐阜市）

＝ 中後期：豊後府内遺跡、堺環濠都市遺跡、黒崎城址（北九州市）                

      ・寛永１３年（１６３６） 亜鉛６３９ｋｇ輸入 （「平戸オランダ商館仕訳帳」の記録）

      ・寛永１７年（１６４０） 亜鉛２４，３６１ｋｇ輸入 （同上）

      ・１７世紀前半 奈良町遺跡（奈良）にて輸入亜鉛による真鍮製造（三足付坩堝出土）

      ・１８世紀中頃から亜鉛の輸入が急増

      ・明和５年（１７６８） 寛永通宝 真鍮四文銭の鋳造 （規定品位は銅 68%、亜鉛 24%、鉛など 8%）

      ・安永９年（１７８０） 真鍮座の設置

亜鉛輸入総量  １０００斤＝６００ｋｇ

出典：「近世の金属遺物」原祐一
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３．真鍮生産の遺跡・遺物

（１）鷺山仙道遺跡（岐阜市下土居）  戦国時代の遺跡

  ＜出土品：取手付坩堝＞ 現時点で最古のもの

口径３ｃｍ、高さ９ｃｍ 取手が２ヶ所に付き、また口縁部は胴部に

対して小さいことから、飛散しやすい金属（亜鉛）の溶解に使用したと

考えられる。分析で亜鉛を検出。               出典：岐阜市埋蔵文化財調査事務所

（２）奈良町遺跡（奈良市 平城京跡）  １７世紀前半の都市遺跡  

種類 三足付坩堝 取手付坩堝

出土品

用途 真鍮製造用 （蓋が付き粘土で目張り） 鋳込みの注ぎ用 （真鍮の色味、調合）

  【真鍮関連の坩堝の特徴】                            

    真鎗を製造する際、亜鉛を先に投入するとガス化した亜鉛が

   蒸散してしまい銅との合成が出来ない。従って、融点の高い銅を

先に熔かし、亜鉛を投入することになる。その際に発光しながら

蒸散するので、坩堝の身と蓋は通常の坩堝とは異なる形状を成す。

坩堝はやや深みを持たせ口縁部は窄まっており、蓋には小孔が

開けられている。小孔は、亜鉛の蒸散によって爆発を防ぐ為の

もので、大き過ぎない大きさで直径５ｍｍ程度である。

（３）平安京左京三条四坊十町遺跡  江戸前期

   ＜出土品：亜鉛インゴット１点、真鍮材３点、坩堝蓋１点、坩堝１点、取瓶１点＞

資料名 亜鉛比率 銅・亜鉛の産地（鉛同位体比分析） 備考

亜鉛インゴット ９８．７％ 産地不明          167.8g 現時点では日本で唯一の存在

真鍮材１ ６．８％ 中国華南産亜鉛＋日本産銅の可能

性が高いが、亜鉛は分析値が明確に

華南産の領域を示してはいないので

断定はできない。

板状 167.8g

同上 ２ １４．２％ 板状 42.7g

同上 ３ ２４．３％ 板状 87.3g

坩堝蓋 ３９．８％ 径 12.5cm 上面中央に円孔

坩堝 ５１．１％ 加熱により蒸散した亜鉛が付着

取瓶（とりべ） １．１％ 中国華南産亜鉛＋日本産銅 ９６％が銅で銅製品生産用？

    （注） 亜鉛比率データは蛍光 X 線分析の結果による。

坩堝の蓋
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（４）堺環濠都市遺跡

   ①SKT822（堺市堺区錦之町西１丁）  １５世紀第４四半期～慶長年間（１６００年～１６１５年）の遺跡                                  

  ＜出土品： 真鍮地金＞

    

   【各層の年代の目安】

      第 1 次遺構面 ＝ 慶長２０年（１６１５）      第 2 次遺構面 ＝ 文禄５年（１５９６）頃を下限

      第 3 次遺構面 ＝ １６世紀末頃

   ・資料番号３２６は直方体の真鍮で５円玉と同等割合の亜鉛を含む。慶長２０年（１６１５）頃のものと推定。

（参考） ５円玉 銅：６０～７０％ 亜鉛：４０～３０％

   ・資料番号３１９～３２１は板状金属製品であり、薄い板状で加工途中品と思われる。      

   ・資料番号３２２、３２３は、金属塊で銅の精錬・加工過程の中間生成物と思われる。

       文禄５年（１５９６）を下限とする時代のものと推定。
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  ＜出土品： 取手付坩堝、坩堝蓋＞

     ・資料番号１４６は、第 2 次整地層から出土

          片方に取手が付く取瓶（とりべ）である。

       内外面に釉状に溶融した暗赤色又は白色の

       ガラス質が全面に付着している。銅を溶融

       するための坩堝と考えられる。

      ・資料番号１０３は、第 1 次整地層から出土

       手づくね成形でつまみの高い鍋蓋のような形状。

        

②SKT８０６（堺市堺区市之町西２丁）  第 3 次遺構は１６世紀末頃の時期

   ＜出土品： 坩堝片＞

     SKT８０６の第 3 次遺構面から坩堝の内面に付着している元素には、銅、亜鉛が含まれていることが

     判明し、鞴の羽口も出土していることから鋳造に関わる工房の可能性はある。

（５）全国の真鍮生産関連遺物確認遺跡

     下図の出典：「るつぼからさぐる中世博多の金属生産」 国立科学博物館 沓名貴彦  ２０１１

蓋に相当？
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  真鍮生産関連遺物出土遺跡一覧

遺跡名 所在地 時代 遺跡名 所在地 時代

１ 聖寿寺館跡 青森南部町 １６C 前期 １０ 大坂城跡 大阪市 １６～１７C

２ 根城跡 青森八戸市 １４～１７C １１ 堺環濠都市遺跡 堺市 １５～１６C

３ 騎西城武家屋敷跡 埼玉騎西町 １６～１７C １２ 奈良町遺跡 奈良市 １７C 前半

４ 津久井城跡 相模原市 １６C １３ 富田川河床遺跡 島根安来市 １６～１７C

５ 上保本郷遺跡 岐阜本巣市 鎌倉・室町 １４ 黒崎城跡 北九州市 １７C 前期

６ 鷺山仙道遺跡 岐阜市 戦国時代 １５ 豊後府内 大分市 戦国時代

７ 清州城下町遺跡 愛知清州町 同上 １６ 博多遺跡群 福岡市 １４～江戸

８ 多気北畠氏遺跡 三重 津市 １６C １７ 首里城跡 那覇市 １５～１６C

９ 京都市内遺跡 京都市 江戸前期

（注１）表の番号は前掲の地図の番号に対応

（注２）上記は坩堝出土の遺跡であるが、実際に銅と亜鉛を合成して真鍮を生成したものかどうかは不明。

【参考データ】

・亜鉛割合と黄銅（真鍮）物性

亜鉛割合 ３０％未満 ３０％ ４０％

通称 快削黄銅・鍛造用 七三黄銅 四六黄銅

特性 鋳造が可能 成形加工性が高い 硬い・耐摩擦性が高い

色 銅赤色 金色に近い黄色 黄色
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